平成２２年度大阪府農業協同組合検査補助業務

仕         様     　　書

１　委託業務の目的

本業務は、農業協同組合（以下「農協」という。）の業務及び会計の状況について検査、報告を行うとともに、甲の職員（以下「府検査員」という。）に対し、専門的見地からの指導助言等を行うものである。
２　委託業務の実施方法

農協検査は、当該農協において、府検査員に同行して実施するものとし、検査期間中に検証した内容については書面により報告を行う。
３　乙の業務内容

(1)　「協同組合検査基本要綱」、「協同組合検査実施要項」及び「系統金融機関向けの総合的な監督指針」等に基づき次の検証を行う。

ア　法令等遵守態勢の検証
(ｱ)　財務諸表、ディスクロ誌の開示事項の検証

(ｲ)　納税申告書の検証

イ　リスク管理態勢の検証

(ｱ)　自己査定の適正実施の検証

(ｲ)　信用リスク管理態勢の検証

ａ 貸出金の債務者区分の検証及び府検査員への判定指導

ｂ 一般貸倒引当金（予想損失率）の検証

ｃ 個別貸倒引当金（FC）の検証及び府検査員への判定指導
ｄ 直接償却額の検証

ウ　自己資本比率の検証

エ　税効果会計の適正計上の検証

オ　退職給付・賞与引当金等の適正計上の検証

カ　固定資産の適正計上の検証等（減損会計も含む。）
キ　外部出資の適正計上の検証

ク　キャッシュ・フロー計算書の検証

(2) (1)の検証結果をとりまとめの上、検査終了後すみやかに書面により報告を
行う。

(3)  農協検査に関する個別事案について相談に応じるとともに、専門的見地から助言を行う。また、必要に応じて府検査員への研修を行う。
(4)　検査日程等

ア　(1)の業務　　　　　延べ５１人日以内

(ｱ)検査従事時間

午前9時１５分から午後５時までとする。
(ただし、午後０時１５分～午後１時までを除く)
(ｲ)　無通告による検査を含むため日程は、非公開とする。

　　（平成２１年度の実績は、別記《参考》のとおり）

(ｳ)　検査従事者

府が指定する日程において１～５人の公認会計士を従事させること。

イ　(2)の業務　　　  　延べ１人日以内
ウ　(3)の業務　　　  　延べ２人日以内
４　実施場所
　　　大阪府内の農協

　　　大阪府環境農林水産部検査指導課

５　留意事項

(1)　乙は、業務の実施にあたっては、本仕様書に基づくとともに、府検査員
と緊密に連絡をとりながら履行すること。

(2)　乙は、検査に際し当該身分を証する証明書を所持し、農協の理事その他
関係者から請求されたときは、これを提示しなければならない。

（3） 特に定めのない事項については、甲と乙が協議のうえ業務を行うものと
する。

	
	時　　期
	従事日数
	従事述べ人数

	A農協
	７月上旬
	２日間
	４人

	B農協
	７月下旬～ ８月上旬
	４日間
	８人

	C農協
	８月下旬
	２日間
	７人

	D農協
	９月中旬
	３日間
	７人

	E農協
	１０月上旬及び１０月下旬
	６日間
	１０人

	F農協
	１月中旬～１月下旬
	４日間
	７人

	G農協
	２月中旬～2月下旬
	６日間
	８人

	　　　　　　　　合　計
	２７日間
	５１人


《参考》平成21年度検査実績

